











することで読み進める方法を採る。 ︿空所﹀に意味 補填する推論解釈にこそ、個人内の読みの独自性が求められ からである。 ︿空所﹀に反応して記述された個人内の読み 対話の場に引き出すのが次の段階であ 。ここでは学習者 記述 分類したものを読み合わせ、彼らに先行解釈に対する解釈を記述させる。この過程 読みの対話的交流をはかり、個人内の読みの改変といった現象に注目して
いく。その上で自分自身の読みを自己評価させる。これらの活動を通して、解釈は深まったのか、学習者は作品に揺さぶられたのかといったことを明らかにしていく。　
さて、アクティブ・ラーニングの一般的特徴について、松下佳代




































人物「私」自身の感覚や気分を読み取るという点で研究史を眺めると、作品内の「私」と作者である梶井が不可分のも とされてる。教授者としては、作中人物「私」を梶井その人ではなく、作者によって造形された し 学習者に示唆す 必要があると考える。 ﹃檸檬﹄は多くの断片・草稿・習作の段階を経て定 に至った。先行す 詩「秘めやかな楽しみ」 （大正十一年） 続く「檸檬の歌」 （題名のみ残る、大正十二年） 、 「 ﹃檸檬﹄を挿話とする断片」

















般に受け入れられてい 。作品内の言葉と「不吉な塊」との関連づ・作中人物「私」を、 「私」 して捉えさせること・読み 初期段階で「檸檬 爆弾の発想に注目させる




「私」を回想して語ったものである。 「その頃」の「私の心」は「不吉な塊」に「抑えつけ」られ、 「私」は「街を浮浪」している。同時に「私」は「みすぼらしくて美しいもの」にひきつけられており、 「浮浪 の過程で「私」の好んだものが列挙される。その「私」が最終的に手にするのが「檸檬」という具体物であった。 「重さ」を持った、手 握ることも匂いを嗅ぐこともできるものが「檸檬」である。 「私」の「憂鬱 は 紛らされ 「私」は「心 の 不可思議」さを思う。 「幸福」になった 私」 は 避けていた丸善」が「やすやすと入れる ものと思われるが、実際には「丸善」内部でもとの「憂鬱」に支配されていく。そ 憂鬱 を「軽やかな興奮」と共に振り払うのが「檸檬」だった。 檸檬 は 画本 の「城」の上に据えられうまく働き、更には 丸善」を「こっぱみじん」にする「爆弾」としても機能す 。　
これらの「不吉な塊」から始められる言葉の連関により推論解釈
を必要とする︿空所﹀ 明らかになってくる。 不吉な塊」と「檸檬」は共に「重さ」を持つも いう点で関係してこようし、 檸檬」と出会う過程で示される「みすぼらしく 美 いもの たちと「檸檬」も繋げられてよい。なぜ「檸檬」でなければならなかったのかという理由も解釈の対象になる。そ 色・形・匂いへの注目と同時に「檸 を手に入れる過程での光 影 描写といったことへの注目も可能となる。ここで問題となる は 不吉な塊 の意味するも や「檸檬」及びその「重さ」の内包す 意味である。学習者
の読みを促す︿空所﹀として次の二点を挙げておく。　
さて、作品内の時間を出来事順に整理し、記述時点までをも考慮
しつつ、語り手の語る行為そのものに注目することが読みを広げていくことがあるが、作品内 「あ 頃」という表現への注目はその一例である。この表現には現在の﹃檸檬﹄を記述している「私」が「あの頃」のことを対象化して眺める態度が伺われ、正方向としての懐かしみや、負 しての「私」の自己批判 読み込むこともできる。実際に「不吉な塊」から 解放について の解釈史を眺めてみても、京極を下る「私」を完全 解放された存在と捉えるものはなく、多くは一時的な解放・慰めと解釈している。想像 「檸檬」爆弾によって得られた仮の慰め 「私」 とっ 永続的なもとはならない、その一瞬性が﹃檸檬﹄を永遠の青春文学としているとも言え、この一瞬を仮構し語ることができたこ に﹃檸檬﹄という作品の価値がある。　
学習者に﹃檸檬﹄記述時の「私」像を意識させる（文体や記述態





















































































 疑問点についての確認・グループ学習②（序盤部分から四つの時間︿幼い時・生活が蝕まれていなかった時・不吉な塊に支配され た時 「あの頃」のこととして回想した記述時﹀を発見する） 物語内容の時間順整理
第五時
　





























































































































































よって方向付けられた可能性もある。ただし、 檸檬」 ＝ 「不吉な塊」とする解釈はグループ毎の の段階では表面化しておらず、話し合われ かどうかの確認もできていない また、 ﹃檸檬﹄後の「私」について「不吉な塊」が取り除かれて元気になったという解釈は、グループ毎の解釈発表 段階で多く見られたが、第
1記述に










































































































う。しかし、そんな中出会ったのがあ 檸檬である。何もなかった空っぽの私 手で感じられた檸檬は中身があっ 、重さがあり、私とはまるで対照的 ものであ 。また、この重みは私を抑えつけていたえたいの知れない不吉な塊の重さと同じくらいで、目では見ることのできない不安や悩みがきっ 檸檬の中に凝縮されたように私は感じたの は いかと思う 目には見えなかったものが 突然実体化されることによって、私 心は晴れわたり、先ほどまでの不吉な塊は嘘 よう 消え いったであろう。／檸檬を手にし 後、手 中にあるのは不吉な塊そのものであり、これを持って帰る訳にはいかない。私にとっていつ爆発するのか分 らない不吉な塊は爆弾と て、積み上げた画集の上に据えつけ、丸善の中 置いて行かざ をえ かったのではないだろうか。そうすること り、 を抑えつけていた不吉な塊は消えてなくなったのである。
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ると書いている人が多く、 （中略）檸檬に不吉な塊を吸収させてイコールにするようなこと、 檸檬は変化、 新しいことであるといったような解釈がありました。私は読んでいてそれらすべてが檸檬の役割で、そのさまざまな役割が作者のいう檸檬の「重さ」ではないかと思いました。作者にとっての檸檬というのは重さを感じるほど重要なものであったのだと思いました。／また自己評価について、違った見方もあったけど、私は檸檬はプラスになるよいものだと思いまし 。

















これはグループ学習の時間を通過したことで、個々の学習者に解釈に向けた準備が整っていたこと 示 可能性がある。また、 ︻⑤・
2︼の︻作品のメッセージに関する解釈︼も、二〇一六年度実践の
方が圧倒的に多い。グループ活動によって解釈に真摯 取り組む姿勢が十分につくら る可能性につ て、実践を重ね いく上で注目していきたい。　
今回の実践でのそ 他の気付きを記しておく。それはアクティ
ブ・ラーニング（ここではグループ学習） 場が学習者の持つ論理性をより強く引き出してしまったのではないか、ということである。今回の﹃檸檬﹄実践においては、第１記述の解釈の方向性が、論理的なもの、他者に説明 やすいものに偏って ように感じられた。もちろん、作品の読みの め ︿空所﹀を設定 そ 示唆も含めてグループで話し合わせたゆえの、論理性への帰結であることを考慮しなければならないが、論理性 グループ内の他者との解
釈共有のための拠り所になっていた可能性もある。日頃の評論教材を用いた授業では論理性を技術的に読み取ることが中心に置かれる。また、試験もこの形式で問われている。すべてのアクティブ・ラーニングの作業が論理に傾くとは思えな が、論理的なものの見方が文学作品の読みに影響する可能性 つい 検証され よいだろう。　
今回の﹃檸檬﹄の実践のように、学習者の読みが論理的な読みに
傾いていると感じられ、感性的な読みの部分が減退し と感じられた時、教授者は の愉しみについて学習者に示唆する機会を得たのだとも捉えられる。こ 瞬間が論理的な価値観を超えた作品のメッセージそのもの 文学 品として 味わいのようなものと学習者を接近させる大切な時になるかもしれない。文学作品の読みは論理性だけに収まるものではない。テーマ的なものへ接近させるためには、学習者の感性的な部分 刺激する段階が必要であろう。本文・原文に立ち返り、作中人物による論理を超えるような行為や、語り手によ 感性的な批評等に再び注目させ とが大切であり、作 語り手がそのよう 記すしか かったような部分を発見させる必要もあ だろう。こ 意味においても、学習者による論理的な解釈と感性的 解釈 を対置し、比較対照させ うなアクティブ・ラーニングの場の設定 意味 見 だせる。今後も、学習者が他者による異なった解釈や誤読の価値 も認めながら、さまざまな解釈を利用して自己 解釈を構築していけるよ な読みの対話的交流の場をつくっていき い。
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分類番号 解釈指標１ 解釈指標２ 2000年度第２記述数 ※
2000年度
第３記述数
①･１ ① 「人物」に関する解釈 １　「私」についての解釈 㻠 㻞
②･１ ② 「状況」に関する解釈 １　「不吉な塊」についての解釈 㻢 㻝
②･２ ② 「状況」に関する解釈 ２　「私」の状態についての解釈 㻟 㻠
②･３ ② 「状況」に関する解釈 ３　「私」の「錯覚」についての解釈 㻝
③･１ ③ 「出来事・事件」に関する解釈 １　「私」の過去についての解釈




④･１ ④ 「展開」に関する解釈 １　「私」にとっての「檸檬」についての解釈 㻤 㻢
④･２ ④ 「展開」に関する解釈 ２　「檸檬」の重さについての解釈 㻟 㻞
④･３ ④ 「展開」に関する解釈 ３　「檸檬」を本に据えることについての解釈




⑤･１ ⑤ 「文体」に関する解釈 １　「あの頃」という表現に注目した解釈
⑤･２ ⑤ 「文体」に関する解釈 ２ 　作品のメッセージに関する解釈 㻞






①･１･01 ① 「人物」に関する解釈 １ 「私」についての解釈 㻞㻜㻝㻢㻝㻟 㻡
②･１･01 ② 「状況」に関する解釈 １ 「不吉な塊」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻟㻠 㻝
②･１･02 ② 「状況」に関する解釈 １ 「不吉な塊」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻜㻤 㻡
②･１･03 ② 「状況」に関する解釈 １ 「不吉な塊」についての解釈 㻞㻜㻝㻢㻝㻡 㻞
②･１･04 ② 「状況」に関する解釈 １ 「不吉な塊」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻟㻡 㻟
②･２･01 ② 「状況」に関する解釈 ２ 「私」の状態についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻣 㻞
④･１･01 ④ 「展開」に関する解釈 １ 「私」にとっての「檸檬」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻠 㻠
④･１･02 ④ 「展開」に関する解釈 １ 「私」にとっての「檸檬」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻞㻣 㻢
④･１･03 ④ 「展開」に関する解釈 １ 「私」にとっての「檸檬」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻟㻝 㻞
④･１･04 ④ 「展開」に関する解釈 １ 「私」にとっての「檸檬」についての解釈 㻞㻜㻝㻢㻞㻠 㻢
④･１･05 ④ 「展開」に関する解釈 １ 「私」にとっての「檸檬」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻞㻜 㻝
④･１･06 ④ 「展開」に関する解釈 １ 「私」にとっての「檸檬」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻜 㻡
④･１･07 ④ 「展開」に関する解釈 １ 「私」にとっての「檸檬」についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻜㻟 㻟
④･２･01 ④ 「展開」に関する解釈 ２ 「檸檬」の重さについての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻥 㻞
④･２･02 ④ 「展開」に関する解釈 ２ 「檸檬」の重さについての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻝 㻟
④･２･03 ④ 「展開」に関する解釈 ２ 「檸檬」の重さについての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻞㻞 㻟
④･２･04 ④ 「展開」に関する解釈 ２ 「檸檬」の重さについての解釈 㻞㻜㻝㻢㻜㻝 㻝
④･２･05 ④ 「展開」に関する解釈 ２ 「檸檬」の重さについての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻜㻥 㻠
④･４･01 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻜㻞 㻡
④･４･02 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻟㻞 㻟
④･４･03 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻟㻟 㻠
④･４･04 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 㻞㻜㻝㻢㻜㻡 㻞
④･４･05 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻞㻡 㻠
④･４･06 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻢 㻢
④･４･07 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 㻞㻜㻝㻢㻜㻠 㻡
④･４･08 ④ 「展開」に関する解釈 ４ 「檸檬」爆弾の発想についての解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻜㻣 㻝
⑤･１･01 ⑤ 「文体」に関する解釈 １ 「あの頃」という表現に注目した解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻞㻝 㻠
⑤･２･01 ⑤ 「文体」に関する解釈 ２  作品のメッセージに関する解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻤 㻢
⑤･２･02 ⑤ 「文体」に関する解釈 ２  作品のメッセージに関する解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻞㻤 㻝
⑤･２･03 ⑤ 「文体」に関する解釈 ２ 作品のメッセージに関する解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻜㻢 㻞
⑤･２･04 ⑤ 「文体」に関する解釈 ２ 作品のメッセージに関する解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻝㻞 㻠
⑤･２･05 ⑤ 「文体」に関する解釈 ２ 作品のメッセージに関する解釈 ○ 㻞㻜㻝㻢㻞㻢 㻟
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対象第１
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